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1. 万博概要（1）

25days to go!
2025年4月13日(日)– 10月13日(月) 184日間
テーマ

サブテーマ

コンセプト
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1. 万博概要（2）日程とコンセプト 

 名称：2025年日本国際博覧会（略称:大阪・関西万博)
 会期：2025年4月13日～10月13日（184日間）
 会場：夢洲（ゆめしま)（大阪市此花区）
 テーマ：いのち輝く未来社会のデザイン
 サブテーマ：いのちを救う、

いのちに力を与える、いのちをつなぐ
 コンセプト：未来社会の実験場

Copyright 🄫🄫 2024 公益社団法人2025年日本国際博覧会協会All rights reserved.
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1. 万博概要（4）海外パビリオンの出展状況

https://www.meti.go.jp/policy/exhibition/top_picture/saishinnnodoukou2.pdf
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1. 万博概要（5）営業施設

6https://www.expo2025.or.jp/news/news-20241225-04/
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4. EXPO 2025 グリーンビジョン（資源循環・循環経済）の基本的な考え方

国内外の動きを踏まえた取組の基本的な考え方
政府の基本的な方針である3R＋Renewableや食品リサイクルの優先順位を踏まえ、特に排出
量が多く留意すべき事項として、 ①プラスチック対策、②食品ロス対策、 ③紙の使用量削減、
④施設設備のリユースが挙げられる。

プラスチック対策については、プラスチック資源循環戦略に掲げられた特定プラスチック製品
を中心に、ワンウェイプラスチックの削減、容器包装のリユース・リサイクル、バイオマスプ
ラスチックの導入等プラスチック資源循環戦略に掲げられた2030年等の目標を前倒しで目指
していく。

食品ロス対策、食品リサイクル対策は法律に基づいた目標を最低限のものとして、国内の最先
端の取組を参考にして、最先端の取組と同等の取組を行う。

紙については、国内での直近の重要な目標はないものの、デジタル万博を標榜する大阪・関西
万博として、国際的な会議、イベントに遜色のないレベルで紙の消費を削減していく。

施設設備のリユースについては、解体時に分別しやすい建築構造・工法の採用や、建築物の簡
素化・軽量化などを進めるとともに、木材等再生可能な資源を利用する。
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5. EXPO 2025 グリーンビジョンに基づく主な取組（会場運営関係）

プラスチック対策
 食器類等の取組
• フードトラックエリアでのリユース食器の導入
• フードトラックエリア（一部）での生分解性プラス
チック食器の導入、食品廃棄物と合わせた堆肥化

• マイボトルを会場内で利用できる環境の整備
• ペットボトルの分別や回収の徹底及び水平リサイク
ルの実施等

 容器包装、ノベルティ、配布物等
• マイバッグ持参呼びかけ、販売・配布する場合はエ
コバッグ、紙袋を優先

• 傘袋、うちわ、不織布おしぼり等の対策

食品対策
 食品ロス削減対策
• 食べきれる量やサイズのメニュー提供
• 来場者への食べ残し削減の呼びかけ
• 売れ残りそうな弁当等の販売対策
• 賞味期限に余裕のある食材等をフードバンクに寄贈するた
めの連携の場の提供

• 店舗で実施する食品ロス削減対策に関する資料の提出
• 食品廃棄物排出量の可視化
 食品廃棄物のリサイクル
• 会場内でのバイオガス化、会場内外における堆肥化等の資
源化

その他
• 電子化による紙の削減
• リサイクル前提の会場装飾
• ユニフォームの持続可能性配慮
• 期待される行動様式の具体化と来場者への発信

資源循環型社会の実現に向けて、リデュース・リユースにより廃棄物を最大限削減した上で、分別排出された資源
のリサイクルを徹底する。具体的には、フードトラックエリアにおけるリユース食器の運用、マイボトルの持ち込み
推奨と会場内に来場者が利用できる給水機の設置、マイバッグ持参呼びかけのプラスチック対策、食品ロス削減対策
などに取り組む。
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6. 大阪・関西万博における食品ロス削減の取組について（１）
店舗で取り組む食品ロス削減対策
1.廃棄が少なくなるよう調達方法や調達量を管理・工夫し、食材を調達する。
2.無理なく食べきれる量やサイズを提供する。
3.無理なく食べきれる量やサイズを注文することや食べきりを来場者に呼びかけ
る。

4.食べ残しのないよう、ナッジなどの手法の導入を検討する。⇒シート12
5.参加者は、賞味期限・消費期限に余裕があり、品質が担保された余った食材等
をこども食堂やフードバンクに寄贈することを検討する。また、博覧会協会は
寄贈のための連携の場を提供することを検討する。

6.売れ残りそうな弁当等を希望者が簡単に入手できるような仕組み（博覧会協会
が準備）を活用する等食品ロスの削減に努める。⇒シート13

7.博覧会協会が協会公式ホームページ等に示す食品ロス削減の対策例を参考に食
品ロスの削減に取り組む（参加者が企画するパーティーの食事、イベントやパ
ビリオンにて手配するスタッフ用の食事等含む）。⇒シート14

11
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7. 店舗で取り組む食品ロス削減対策（事例３）

14

■立食パーティー等の対策例（協会ホームページに掲載を予定）

≪運営者・飲食事業者向け≫
①食べ残しが少なくなるよう主催者と食事量やメニューに関して相談する。
②小分けメニュー等、食べ残しがないようなメニューを準備する。
③中締めや終了後に主催者側に食事を促す。

≪主催者向け≫
①参加予定人数を正確に把握し、発注する。
②一人あたりの提供量（一人前の量）を飲食提供者に事前に確認し、発注する。
③参加者の嗜好、年齢層等を考えながら食べきれる量を手配する。
④小皿盛メニューやフィンガーフード等、参加者が取りやすく・食べやすい食事が余りにくいと言われて
いるため参考にする。

⑤上記を含めどのようなメニューの提供が好ましいか、飲食提供者と相談する。
⑥パーティーの目的として、食事がメインとなるような場合、提供量は喫食予定者の7割相当が適量という
分析があるため参考にする。また、食事ではなく社交が中心となる場合は、さらに提供量を減らすこと
も有効と考えられるため参考にする。

「博覧会協会が協会公式ホームページ等に示す食品ロス削減の対策例を参考に食品ロスの削減に取り組む（参加
者が企画するパーティーの食事、イベントやパビリオンにて手配するスタッフ用の食事等含む）。」
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8. 大阪・関西万博における食品ロス削減の取組について（２）

15

より効果的に食品ロス削減を促すための仕組み
8.店舗で取り組む予定の具体的な食品ロス削減対策を、会期前に博覧会協会が指
定する書式に記載し、提出する。

9.会期中は、上記の対策に取り組み、食品ロスの削減に努める。
10.会期中に発生した食品廃棄物の排出量に関して、博覧会協会がデータを公表す

る際は必要なデータの提出とその利用に協力する。
11.会期中に発生した食品廃棄物の排出量等の実績値を参考に、さらなる食品ロス

削減に日々取り組む。
12.会期終了前後に、博覧会協会が行う食品ロス削減対策等に関するアンケートに

協力する。
13.博覧会協会は上記の提出資料やデータを、協会公式ホームページや会期後に作

成する報告書等で公表する。




